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１．はじめに
航空機が粒径100 nm以下の超微小粒子状物質 (UFP) を
高濃度に排出することが知られており、そのUFPが人の
健康に悪影響を及ぼすことが懸念されています。

図１ 空港大気UFPと
エンジンオイルの有機組成

図２ 現行推進費課題『国際民間航空機関の規制に対応した航空機排出
粒子状物質の健康リスク評価と対策提案』(JPMEERF20205004)の構成
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３．現在の取り組み
航空機が排出するUFPの健
康リスクを空港周辺で評価
し、UFPの排出を
減らす対策を提案
することを目指し
て研究を行ってい
ます（図2）。
国立環境研究所のサブ
テーマでは、スイスの研
究機関と共同で、ジェッ
トエンジン試験を行い、
ジェットエンジンからオ
イルを主体とするUFPが
排出されることを実証し、
その排出箇所や生成メカ
ニズムを明らかにするこ
とを目指して研究を進め
ています。
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２．成田国際空港内での大気観測
我々は空港内での大気観測を行い、高感度な分析手法を
駆使することで、未燃ジェットエンジンオイル (潤滑油)
が航空機排出UFPの主要な成分であることを明らかにし
ました (図1) 1) 。また、起源・健康リスクの解析に重要
な、元素の組成を明らかにしました 2)。さらに、航空機
が排出する粒子は、粒径10 nm程度以下の極めて小さい
UFPが主であり、離着陸時に滑走路近傍では、粒子数濃
度が道路沿道よりも高くなることがわかりました 1,3)。
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